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１．基本構想・基本計画策定の経緯と目的 

現在の校舎は、多くの棟が建築から50年以上経過し、老

朽化が著しいことから、改築に係る基本計画を策定するこ

ととしました。 

基本計画では、次代の学校に求められる機能・役割を整

理し、良好な教育環境づくりを実現するための基本方針と

考え方を示すことを目的とします。 

 

２．学校規模の現状と課題  

本校は市内中学校の中でも規模が大きく、現在各学年５クラスずつ設置しています。 

生徒数は、長期的に見て年々微減していくものと考えられます。 

◆水沢中学校生徒数の変化 

令和２年度 令和８年度

(予測) 

４６６人 ４４８人 

 

３．施設の現状 

【敷地】奥州市水沢南丑沢 10番地 1 

【敷地面積】約 39,446㎡ 

【主な建物】校舎 5,449㎡(昭和 38年築） 

本校の多くの建物は、築後50年以上が経過し、老

朽化が著しく進んでいます。 

また、近年の教育内容や社会的な変化等に対応す

るために、ＩＣＴ環境の充実や冷暖房設備の整備な

ど、良好な教育環境の確保が必要となっており、改

築は急務です。 

 

 

４．検討委員会の設置 

基本構想及び基本計画策定のため、学校関係者、地域住民代表及び有識者により構

成する「奥州市立水沢中学校改築基本構想及び基本計画検討委員会」を設け、学校及

び地域の意見聴取やアンケート調査、先行事例見学を行い、検討を行いました。 

 

 

５．施設整備の基本構想  

本校の歴史や文化を継承するとともに、 近年の教育内容・教育方法の変化や、学校施設を取り巻く課題に対応

する施設環境を整備するために、次に挙げる ４つの基本方針を軸とした基本構想を定めました。 

(1) 水沢中学校らしさと伝統を守り受け継ぐ学校 

 ・ 水沢中学校の校風と伝統と、それらを育む土壌である水沢地域の歴史と文化（とりわけ水沢三偉人、日高火

防祭、旧水沢緯度観測所とＺ項の関わり等）について、学び受け継ぐための場の整備。 

 ・ 木の文化、森林保全問題等学習機会の確保に資する、木材を利用した施設整備への配慮等。 

(2) 生徒を第一に考えた学校 

 ・ 生徒の自主性を最大限に活かした学習や活動ができるスペースの充実。 

・ 少人数グループや複数クラス等、様々な単位での学習活動に、柔軟に対応可能な施設機能の整備。 

・ 生徒にとって安全かつ効率的な動線確保と敷地・建物の効率的な配置への配慮。 

・ 「ＧＩＧＡスクール構想」等に対応したＩＣＴ教育環境の整備等。 

(3) 教職員・保護者・地域住民とのつながりを大切にした学校 

 ・ 学校と保護者、あるいは地域との連携した活動の場を整備。 

 ・ 地域住民の利用にも配慮した施設の整備。 

 ・ 保護者や地域住民と学校との協働及び教職員の執務、教職員間コミュニケーションの充実・進展に資する管

理諸室の整備。 

(4) 安心・安全で地域の核となる学校 

 ・ 全ての人が安全かつ円滑に利用可能かつセキュリティ確保に配慮した施設の整備。 

 ・ 災害時における施設の役割を踏まえた機能の整備のほか、新型コロナウィルス等の感染症防止対策に対応し

た、換気やスペース確保の配慮等。 

  

 

事例見学の様子 
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６．配置計画の検討（配置・工期・コスト）  

施設機能・諸室の規模については、市内同規模校と同程度を想定し、配置計画は、建物エリアを各方角へ寄せる

４案と、仮設校舎を設置する１案を合わせた計５案を検討しました。 

この基本計画では案を特定せず、今後の基本設計にて検討を行い決定します。 

 

 
 

７．検討の結果・今後の課題  

委員会では、次のような意見や課題がありました。今後、基本設計を進める中で、内容を整理検討し、反映させ

ていきます。 

(1) 施設の機能規模について 

・ 教室数の確保、多目的室や体育館の拡充等に配慮を求める。 

(2) 配置・平面計画について 

・ 建物エリアを東、西又は南側とする案はデメリットがある。 

・ 北西側への建物配置についても検討を要する。 

・ 仮設校舎案は設置コスト多大で実施が困難である。 

・ 学校用地の十分な確保について検討を要する。 

・ 校舎の階数、体育館と武道場の一体化等、敷地全体の有効活用について検討を要する。 

・ 維持管理を考慮した建物配置等配慮を求める。 

  (3) 水沢中学校の特色と水沢の伝統文化を生かした校舎計画等について 

  (4) 災害時を想定した利用について 

・ 教育機能充実に重点を置きつつ、災害時対応機能の整備に配慮を求める。 

 

８.今後のスケジュール 

基本計画時点での全体スケジュールは、次のように想定されます。 

今後、基本設計及び実施設計において、さらに詳細なスケジュールを検討します。 

年度 整備・実施項目 

令和３～４年度 各種調査、基本設計及び実施設計 

令和５～６年度 校舎 

令和７～８年度 体育館、武道場、プール、グラウンド、外構 

 ※５案の平均的なスケジュールを示す。 

配置計画（土地利用）比較・評価　一覧表

供用開始：校舎R7中
期、体育館R6後期
全体工事期間：R5～R8
中期まで

◎

◎

当初市の想定計画と同
程度。

〇

新設と解体がラップせ
ず、仮設校舎により安
全性も確保され難易度
は低い。

◎3.建設難易度

校舎の解体・新設が
ラップする為、難易度
は比較的高い。 △

新設と解体がラップし
ない為、難易度は低
い。 ◎

新設と解体がラップし
ない為、難易度は低
い。

2.建設コスト
比較としては中間値程
度。

◎
比較としては中間値程
度。

◎

◎
既存校舎と同程度。

〇

そ
の
他

1.建設工期

供用開始：校舎R7、体
育館R8
全体工事期間：R5～R9
まで

〇

供用開始：校舎R7、体
育館R6前期
全体工事期間：R5～R9
まで

〇

供用開始：校舎R6後
期、体育館R6
全体工事期間：R5～R8
まで比較としては中間値程
度。

◎
比較としては中間値程
度。

◎
仮設校舎設置による大
幅なコスト増。

△

◎

供用開始：校舎R7、体
育館R8中期
全体工事期間：R5～R9
中期まで

△

既存校舎同様、住宅地
への影響は少ない。

◎

3.グラウンドからの騒音
既存校舎と同程度。

〇
校舎により東側住宅地
への影響は軽減され
る。

◎
校舎により南側住宅地
への影響は軽減され
る。

◎
校舎により北西側住宅
地への影響は軽減され
る。

△
南側住宅地へ校舎の距
離が近づく。

△
北西側住宅地へ校舎の
距離が近づく。

〇

〇
東側住宅地へ日影の影
響がある。

〇
北西側住宅地へ日影の
影響がある。

〇

◎
200ｍトラック、100ｍ
トラックを整備。

グ
ラ
ウ
ン
ド
計
画

1.グラウンド面積 約24,500確保。 〇 約24,500㎡確保。 〇

〇
北西側住宅地へ日影の
影響がある。

周
囲
へ
の
影
響

1.敷地外への日影
北西側住宅地へ日影の
影響がある。

〇
東側住宅地へ日影の影
響がある。

4.トラック・直線
200ｍトラック、100ｍ
トラックを整備。

◎
200ｍトラック、100ｍ
トラックを整備。

2.視線の影響（校舎との関係）
既存校舎同様、住宅地
への影響は少ない。

◎
南・東側住宅地へ校舎
との距離が近づく。

◎ 日当り良好。 ◎ 日当り良好。 ◎日当り良好。

◎
200ｍトラック、100ｍ
トラックを整備。

◎
200ｍトラック、100ｍ
トラックを整備。

◎

約25,300㎡確保。 ◎ 約22,700㎡確保。 △

現状よりも十分なス
ペースが確保されてい
る。

◎
駐車スペース確保は現
状より若干多く確保。 〇

3.グラウンド形状 正形で活用しやすい。 ◎ 正形で活用しやすい。 ◎

2.グラウンド配置 日当り良好。 ◎ 日当り良好。 ◎

正形で活用しやすい。 ◎ 正形で活用しやすい。 ◎ 正形で活用しやすい。 ◎

5.駐車スペースの確保
現状よりも十分なス
ペースが確保されてい
る。

◎
現状よりも十分なス
ペースが確保されてい
る。

◎
駐車スペース確保は現
状程度。 ◎

約23,600㎡確保。 〇

昇降口からすぐグラウ
ンドに出ることができ
る。

校舎に近い配置で動線
は短い

◎

4.南側採光の確保

東西方向へ伸びる配置
の為、南側への教室配
置が優位。

◎

南北に伸びる配置の
為、南側に面する教室
配置が不利。

△

東西方向へ伸びる配置
の為、南側への教室配
置が優位。

◎

南北に伸びる配置の
為、南側に面する教室
配置が不利。

△

東西方向へ伸びる配置
の為、南側への教室配
置が優位。

◎

校舎に近い配置で動線
は短い

◎
校舎に近い配置で動線
は短い

◎
校舎に近い配置で動線
は短い

◎
校舎に近い配置で動線
は短い

◎

◎

昇降口からすぐグラウ
ンドに出ることができ
る。

◎

昇降口からすぐグラウ
ンドに出ることができ
る。

◎

評価項目 A案　北側配置 B案　東側配置 C案　南側配置 D案　西側配置 E案　北側配置+仮設校舎

メイン・サブ共に長い
△

メイン動線は短い。サ
ブ動線は長い

〇
メイン動線は短い。サ
ブ動線は長い

〇

屋
外
動
線
・
配
置
計
画

1.アプローチ動線
メイン・サブ共に長い

△
メイン動線は短い。サ
ブ動線は長い

〇

2.校舎－グラウンド間動線

昇降口からすぐグラウ
ンドに出ることができ
る。

◎

昇降口からすぐグラウ
ンドに出ることができ
る。

◎

3.校舎－体育館・武道場動線


